
鳥取市女性デジタル人材育成事業 【鳥取市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２，０１１ 千円

交付金額 １，５００ 千円

事業番号 2

令和２年度に実施した「鳥取市男女共同参画に関する企業調査」では、
女性の雇用状況の項目で、正規従業員に占める女性の割合は43.8％、非
正規従業員に占める女性の割合は72.7％となっている。

令和元年度に実施した「鳥取市男女共同参画に関する市民意識調査」で
は、女性が仕事を続けていく上での支障としてどのようなことがあると思う
か？の問について、乳幼児の養育84.2％、家族の介護72.5％、子どもの教
育72.3％が上位３位を占めており、依然として女性の就労が継続しにくい
社会の風潮がみられる。

パソコンのスキル、受講の目的など多様な要望があることから、市民の
ニーズに合わせた内容を企画する必要がある。なお、受講後の就労支援
については、国・県・市の労働関係機関と連携を図りながら、企業と受講者
相互のニーズにあった働きかけが重要となる。また、テレワークを女性就
労モデルとするためには、テレワーク実施事業所の掘り起こし及び幅広い
テレワーク就労スタイルの成功事例を提示していく必要がある。

成長分野であるデジタル分野における女性の就業割合を高めるため、
デジタル分野への間口を広く取り、女性の参入を促す。女性が基礎的なデ
ジタルスキルを身につけ、時間や場所を効果的に活用することのできるテ
レワークなど柔軟な働き方をを可能とするデジタル就労につなげていく。
・「実践（お試し就労）」実施人数（アウトプット）
・実施事業に対する満足度（アウトプット）

「時間や場所を効果的に活用することのできる在宅ワークの始め方」セミ
ナーを市男女共同参画センターで現地開催及びZOOM配信（ハイブリッド
開催）を実施。

SNSを活用したコミュニティスペースを開催し、参加者が情報交換できる
場を提供。

講座をアーカイブ配信し復習できる環境を提供。また希望者には受講後
のフォローアップとして、「実践（お試し就労）」体験を実施。

セミナーを現地開催とオンライン配信（ハイブリッド開催）で行った結果、
外出しにくい女性への参加を促すことができた。
また、お試し就労により、実際の就労を体験することができた。

第１回 令和５年１０月 ６日 パソコンの基本操作とデータ入力
第２回 令和５年１１月１０日 zoomの使い方とインターネットを使った調査のやり方
第３回 令和５年１１月２１日 フリーサイト（canva）を活用した画像の作り方
第４回 令和５年１２月 ８日 復習とリモートワークでよく使う情報共有のやり方

  ※お試し就労は３回実施

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏を対象とし、開催チラシを送付す
るなど参加案内を呼びかけ幅広い受講者の募集を図った。

鳥取県が実施する「とっとりリモートワーカー育成・実践事業」と情報共有
を行い、希望する受講者に対して県の事業を紹介、参加者のスキルアップ
を促した。



参加者は、久しぶりにパソコンを触る方や、ある程度使いこなせて
さらにスキルアップを図る方までさまざまであったが、講師のサポートを受けながら個別作業
を進めていただき講座を実施しました。オンライン受講者からはチャットで質問を受けながら
進めていきました。

 第１回セミナー 第１回セミナー 第２回セミナー

 第３回セミナー 第４回セミナー  お試し就労

事業の概要

チラシ配布やさまざまな媒体を利用し
て広報を行いました。因幡・但馬麒麟の
まち連携中枢都市圏内にも参加を呼びか
ました。

育児や介護は、男性に比べて女性が担っている場合が多く、フルタイム勤務を求められる職場では継続的に働くことが難しく、就労につな
がりにくいといった現状があります。時間や場所を効果的に活用することのできる在宅ワークの始め方や、就労に必要なデジタルスキルを学
ぶことで、希望する働き方につながり、女性の就労機会の創出が期待できます。

このたび鳥取市を中心とした麒麟のまち圏域の女性の社会進出を図るため、デジタル人材育成のための第一歩を支援する事業を実施しまし
た。パソコンの基本操作から始め、データ入力などのスキルを身につけ、きっかけづくりとなる小さな一歩を踏み出す事業となりました。

事業の周知について 開催の様子
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